
日
蓮
聖
人
の
本
尊
の
実
体
と
形
態
に
つ
い
て

ー
主
な
諸
先
師
の
解
釈
を
中
心
と
し
て
｜

桑

名

法

晃

一
、
は
じ
め
に

l
問
題
の
所
在
｜

日
蓮
聖
人
の
本
尊
に
関
す
る
論
議
は
こ
れ
ま
で
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
て

き
た
。
こ
れ
は
日
蓮
聖
人
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
た
本
尊
の
説
示
に
つ
い

て
、
首
題
本
尊
・
釈
迦
一
尊
・
大
豊
茶
羅
・
一
尊
四
士
・
一
塔
両
尊
四
士

と
い
っ
た
表
現
形
態
の
違
い
が
み
ら
れ
る
た
め
、

そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
捉

ぇ
、
解
釈
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
の
中
心
は
、
本
尊

の
実
体
は
「
人
格
的
」

の
も
の
で
あ
る
か
、

「
法
格
的
」

の
も
の
で
あ
る

か
と
い
う
本
質
論
と
、
そ
の
本
質
を
具
象
化
す
る
表
現
の
形
式
に
お
い
て

lま

「
大
曇
茶
羅
」
式
か
、
或
は
ご
尊
四
士
」
式
か
と
い
う
形
態
論
で

あ
る
。人

法
本
尊
論
に
つ
い
て
は
、
遺
文
上
に
人
格
体
を
示
し
た
も
の
と
、
法

格
体
を
示
し
た
も
の
と
の
両
様
の
表
現
の
記
述
が
み
ら
れ
る
た
め
、
こ
の

二
種
を
い
か
に
会
通
す
べ
き
か
、
ま
た
は
両
様
の
表
現
を
そ
の
ま
ま
認
め

ょ
う
と
す
る
か
に
大
別
で
き
る
と
い
え
よ
う
。
前
者
の
場
合
、
人
法
一
体

・
人
法
一
知
に
よ
っ
て
会
通
を
は
か
り
、
ま
た
後
者
に
お
い
て
は
人
法
勝

劣
を
論
じ
、
取
捨
選
択
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
ま
た
前
者
の
人
法
一
体
論

者
の
中
に
お
い
て
も
、

い
う
と
こ
ろ
の
人
格
体
に
法
格
体
を
摂
入
す
る
人

本
尊
論
者
と
、

い
う
と
こ
ろ
の
法
格
体
に
人
格
体
を
摂
入
す
る
法
本
尊
論

者
に
大
別
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
本
質
論
は
そ
の
ま
ま
形
態
論
に
移
行
し
、

法
格
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
・
大
量
茶
羅
を
と
る
か
、
ま
た
は
人
格
で
あ
る

本
門
の
教
主
釈
尊
を
と
る
か
と
い
う
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
形

態
論
を
主
張
す
る
先
師
に
お
い
て
、

そ
の
主
張
は
極
め
て
複
雑
で
あ
り
、
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多
く
の
解
釈
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
。
。

こ
こ
で
は
ま
ず
、
近
代
以
降
の
本
尊
論
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
優
陀

那
日
輝
を
起
点
と
し
、
現
代
に
至
る
ま
で
の
主
な
先
師
の
本
尊
論
、
特
に

人
法
論
、
形
態
論
に
つ
い
て
の
主
張
を
概
観
し
て
い
き
た
い
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
、
筆
者
が
日
蓮
聖
人
の
本
尊
の
実
体
と
形
態
を
考
察
す
る
一
助
と

し
、
ま
た
先
師
の
研
究
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
自
ら
の
研
究
に
お
け
る
基

本
的
な
立
場
を
明
確
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。



日
蓮
聖
人
の
本
尊
の
実
体
と
形
態
に
つ
い
て
｜
主
な
諸
先
師
の
解
釈
を
中
心
と
し
て
｜

二
、
諸
先
師
に
お
け
る
本
尊
解
釈
の
概
要

（1
）
優
陀
那
日
輝
（
一
八
O
O
l
－
八
五
九
）

優
陀
那
日
輝
は
『
妙
宗
本
尊
略
弁
』

い
て
、

（
以
下
『
略
弁
』
と
略
記
）
に
お

「
我
宗
ノ
本
尊
。
二
種
ノ
別
ア
リ
ト
謂
ハ
。
祖
意
ニ
達
セ
サ
ル
ナ

リ
。
量
二
種
ノ
所
尊
ヲ
立
テ
。
初
心
ヲ
迷
惑
セ
シ
ム
ル
ノ
理
ア
ラ
ン
ヤ

ω
」
と
断
じ
、
人
格
体
・
法
格
体
の
二
種
の
本
尊
が
あ
る
こ
と
は
、
同
一

本
尊
の
二
面
観
で
あ
る
と
し
て
論
理
づ
け
、
会
通
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

『
略
弁
』
冒
頭
に
て
本
尊
に
人
法
二
種
の
別
あ
り
と
す
る
迷
惑
の
根
源
に

「
眼
前
の
迷
惑
」
、

「
心
底
の
迷
惑
」
、

「
学
問
の
迷
惑
」

の
三
点
を
挙

げ
、
そ
の
迷
惑
を
破
し
て
会
通
を
は
か
つ
て
い
る
。
そ
の
中
の
第

B艮

前
の
迷
惑
」
に
お
い
て
は
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。

本
尊
ニ
書
給
所
ノ
題
目
ハ
。
即
久
遠
実
成
ノ
仏
体
ナ
ル
コ
ト
ヲ
不

レ
知
。
故
ニ
迷
ヲ
生
ス
ル
ナ
リ
。
然
ニ
法
ガ
即
仏
也
ト
云
義
ニ
ハ

非
ス
。
直
ニ
久
遠
ノ
仏
体
ヲ
。
題
目
ヲ
以
テ
顕
シ
給
ナ
リ
。
其
故
ハ

久
遠
ノ
仏
ハ
。
或
説
己
身
。
或
説
佑
身
等
ト
説
給
テ
。
其
形
相
モ
不

レ
定
。
名
字
不
問
。
年
紀
大
小
ト
説
給
テ
。
其
名
号
モ
不
レ
定
。
故

ニ
妙
法
五
字
ヲ
以
テ
。
久
遠
メ
仏
体
ノ
名
号
ト
定
テ
。
本
尊
ノ
中

央
ニ
書
給
ナ
リ
山
問
。

日
蓮
聖
人
の
大
量
茶
羅
の
中
尊
で
あ
る
題
目
は
、
久
遠
の
仏
体
を
顕
わ

し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
人
法
一
体
を
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
日
輝
は
、
人
法
一
体
を
論
じ
た
上
で
さ
ら
に
、

観
心
本
尊
紗
云
。
其
本
尊
為
レ
体
。
本
時
裟
婆
上
。
宝
塔
居
レ
空
。

塔
中
妙
法
蓮
華
経
左
右
。
釈
迦
牟
尼
仏
。
多
宝
仏
。
乃
至
正
像
未

ノ

γ
テ

ニ

テ

キ

ム

セ

E

レ
有
。
寿
量
仏
。
来
一
一
入
末
法
一
始
此
仏
像
可
レ
令
一
一
出
現
一
敗
。

3

分
明
ニ
大
憂
茶
羅
ノ
体
相
ヲ
顕
シ
。
直
ニ
之
ヲ
指
テ
。
寿
量
品
仏
ト

云
ヒ
。
又
此
仏
像
ト
名
給
ヘ
リ
。
（
中
略
）
送
状
云
此
書
日
蓮
当

レ
身
一
期
大
事
也
ト
。
縦
余
ノ
御
書
ニ
法
ヲ
本
尊
ト
ス
ル
文
ア
リ

ャ

ト
モ
。
余
書
ヲ
取
テ
本
尊
紗
ヲ
捨
ヘ
ケ
ン
ヤ
。
況
本
尊
紗
而
巳
ニ
ハ
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非
ス
。
報
思
紗
。
開
目
紗
。
四
普
薩
造
立
紗
。
三
大
秘
法
紗
等
。
諸

ノ
不
レ
軽
。
大
切
ノ
御
書
ニ
。
仏
ヲ
本
尊
ト
定
給
へ
リ
。
当
レ
知
余

書
法
本
尊
ノ
説
ア
ル
者
ハ
。
随
佑
意
語
。
未
顕
真
実
ノ
法
門
也
。

（
中
略
）
我
宗
一
同
ノ
本
尊
ハ
。
但
是
久
遠
ノ
本
仏
。
大
蔓
茶
羅
ノ

魁
体
タ
ル
人
本
尊
也
ト
知
ル
ヘ
シ
H
O

と
述
べ
、
人
法
一
体
の
上
に
仏
本
尊
を
主
張
し
、
大
量
茶
羅
の
中
尊
は
久



遠
本
仏
で
あ
っ
て
、
そ
の
久
遠
本
仏
が
大
憂
茶
羅
の
魁
体
で
あ
り
本
草
で

あ
る
と
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、

本
尊
の
形
態
に
関
し
て
は
『
妙
宗
本
尊
弁
』
に
、

一
尊
四
士
。

十
界
本
尊
。

但
是
広
略
異
耳
問
。

両
尊
四
士
。

三
大
秘
法
中
。

シ

テ

リ

ヲ

本
尊
別
取
レ
仏
。

観
心
本
尊
章
亦
但
以
レ
仏

為
二
本
尊
一
。

ヲ

テ

挙
一
一
大
量
茶
羅
相
貌
一
巳
。

ニ

シ

テ

ヲ

ト

直
指
云
二
此
仏
像
等
一
。

則
知
無
作
三
身
教
主
釈
尊
。

十
界
具
足
大
憂
茶
羅
。

無
レ
二
無
レ
別
。

タ

ヒ

ナ

ル

但
名
体
相
異
耳
。

故
知
木
像
釈
迦
。

十
界
本
尊
。

亦
但
広
略
木

ノ

ナ

ル

エ

ル

ノ

ク

シ

テ

エ

ナ

リ

エ

画
異
耳
。
斯
知
木
像
釈
迦
親
二
於
名
一
疏
二
於
実
一
。

シ

ク

ニ

キ

ニ

エ

ス

レ

ハ

ニ

タ

親
二
於
実
一
疎
ニ
於
名
一
也
。
故
約
一
一
教
門
一
則
宜
レ
取
一
一
釈
迦
木
像

一
。
約
一
一
観
門
一
則
宜
レ
取
一
一
十
界
憂
茶
羅
一
。
各
有
一
一
其
使
一
故
也
。

然
当
家
本
意
遂
在
一
一
於
憂
茶
羅
一
。
経
意
固
然
故
也
。
法
師
神
力

＝

シ

－

一

シ

ヲ

ハ

レ

Z

シ

テ

ス

ヲ

是
表
市
出
レ
法
。
寿
量
是
裏
市
出
レ
仏
。

十
界
本
尊
。

即
是
憂
茶
羅
之
表

裏
耳
帽
。

と
述
べ
、

一
尊
四
士
、
二
尊
四
士
、
大
量
茶
羅
は
、
体
は
同
じ
で
あ
っ
て

相
が
異
な
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
。
そ
の
上
で
、

一
尊
四
士
、
二

尊
四
士
は
略
本
尊
で
あ
り
、
教
門
の
本
尊
の
立
場
で
あ
る
か
ら
、

正
意
は

あ
く
ま
で
も
観
門
の
大
量
茶
羅
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

し
か
し
日
輝

は
、
木
像
の
釈
尊
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

『
妙
宗
本
尊
弁
』

で
「
名
に
親
し
く
実
に
は
疎
で
あ
る
」
と
説
示
し
た
意
を
『
略
弁
』
に
お

い
て
は
、仏

像
安
置
ノ
義
ヲ
弁
者
（
中
略
）
是
則
得
意
ノ
者
ニ
於
ハ
。
大
曇
茶

羅
ノ
ミ
ニ
テ
モ
宜
キ
ナ
レ
ト
モ
。
初
心
ニ
ハ
有
相
ノ
仏
果
ヲ
求
ル
ハ

通
機
ナ
ル
故
。
初
心
ヲ
摂
ス
ル
意
ア
ル
ヘ
シ
。

又
仏
国
土
清
浄
荘
厳

ノ
為
ナ
レ
ハ
。
寺
院
ノ
殿
堂
ニ
ハ
金
木
等
ノ
。
美
形
ノ
仏
像
ヲ
安
置

シ
テ
。
妙
法
ヲ
光
顕
ス
ヘ
シ
例
。

nv 
”h
u
 

と
述
べ
、
初
心
の
も
の
に
対
し
て
は
、

は
っ
き
り
と
有
相
と
い
う
具
体
性

を
も
っ
て
示
さ
れ
る
仏
像
本
尊
を
修
行
の
便
宜
上
認
め
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
の
で
あ
る
。

（

2
）
 

田
中
智
学
（
一
八
六
一
｜
一
九
三
九
）

田
中
智
学
氏
は
、
本
尊
に
つ
い
て
そ
の
実
体
の
本
質
は
人
法
一
体
で
あ

る
こ
と
を
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。

人
法
二
種
が
全
く
異
ツ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
聖
祖
が
異
ツ
た
二
種
の

日
蓮
聖
人
の
本
尊
の
実
体
と
形
態
に
つ
い
て
よ
ー
な
諸
先
師
の
解
釈
を
中
心
と
し
て
｜



日
蓮
聖
人
の
本
尊
の
実
体
と
形
態
に
つ
い
て

l
玉
な
諸
先
師
の
解
釈
を
中
心
と
し
て
｜

本
尊
を
お
説
き
に
な
る
道
理
は
な
い
。
蓋
し
実
体
は
唯
一
つ
で
あ
る

の
を
ば
、
名
称
で
か
、
理
義
で
か
、
そ
の
顕
は
す
べ
き
便
宜
々
々
が

あ
ツ
て
、
或
は
「
法
」
と
説
き
、
或
は
「
仏
」
と
説
か
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
、

と
い
ふ
の
が
、
総
て
に
お
い
て
尤
も
公
平
な
る
意
見
と
せ

ら
れ
て
あ
る
2

そ
し
て
、

「
人
格
体
・
法
格
体
二
種
の
本
尊
」
が
あ
る
表
記
に
関
し
て
、

い
か
な
る
便
宜
に
よ
っ
て
二
種
の
説
か
れ
方
が
な
さ
れ
る
の
か
、

そ
の
理

由
こ
そ
究
明
す
べ
き
問
題
で
あ
る
と
し
て
、
遺
文
上
に
あ
ら
わ
れ
る
「
人

法
勝
劣
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
解
明
を
試
み
て
い
る
。

法
勝
仏
劣
の
法
門
は
、
前
い
ふ
知
く
能
生
所
生
を
以
て
聖
祖
が
一
般

仏
教
に
対
し
て
中
心
点
統
一
点
を
定
む
る
た
め
に
仰
せ
出
さ
れ
た
大

判
で
あ
る
、
所
謂
諸
宗
対
破
折
伏
の
大
蹄
で
、
仏
教
統
一
の
大
権
的

発
動
で
あ
る
。

（
中
略
）
斯
く
法
勝
仏
劣
は
諸
宗
統
一
の
為
で
あ
る

か
ら
、

「
法
勝
仏
劣
対
他
門
」
と
い
ふ
。

（
中
略
）
仏
勝
法
劣
の
法

門
は
先
に
一
切
諾
仏
の
能
生
と
な
っ
た
法
そ
の
も
の
〉
深
さ
を
示
し

て
、
単
に
理
常
住
を
い
ふ
遮
門
の
理
円
常
住
法
身
常
住
の
義
を
破
す

る
為
め
に
開
か
れ
た
大
切
な
る
御
法
門
で
、

之
を
「
仏
勝
法
劣
対
遮

門
」
と
い
ふ
円
。

そ
し
て
さ
ら
に
、
人
法
勝
劣
に
つ
い
て
、

こ
れ
を
要
す
る
に
、
人
法
勝
劣
の
問
題
は
、
本
門
の
法
と
仏
と
に
お

け
る
勝
劣
を
論
ず
る
の
で
な
く
し
て
、
或
は
権
遁
の
仏
を
統
一
せ
ん

が
為
に
、
本
門
の
法
を
以
て
し
、
或
は
権
遮
の
法
を
破
せ
ん
が
為
に

本
門
の
仏
を
以
で
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
中
略
）
常
に
「
劣
」
と
な

り
「
所
破
」
と
な
る
「
法
」
と
「
仏
」

は
、
わ
が
所
謂
法
華
経
の
分

外
の
も
の
で
あ
る
。
常
に
「
勝
」
と
な
り
「
能
破
」
と
な
る
「
法
」

と
「
仏
」

は
、
わ
が
所
謂
法
華
経
の
分
内
の
も
の
で
あ
る
川
o
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と
会
通
し
、

人
法
一
体
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
本
尊
の
実
体
に

つ
い
て
は
、

「
本
門
の
本
尊
」

の
実
体
は
何
だ
と
い
ふ
と
、
こ
れ
久
遠
本
仏
が
本

果
妙
の
大
覚
位
に
安
住
し
て
法
界
万
法
を
功
徳
化
し
た
ま
へ
る
体
性

相
で
あ
っ
て
、
妙
法
蓮
華
経
の
名
に
よ
り
て
そ
の
御
正
体
を
顕
は
さ

れ
た
、
所
謂
『
十
界
本
有
の
功
徳
を
集
め
て
、
之
を
仏
乗
化
し
た
る

究
寛
荘
厳
の
尊
容
』
を
以
て
形
相
と
せ
る
、

『
本
法
中
尊
十
界
円
具
、

人
法
一
知
功
徳
荘
厳
の
妙
法
憂
茶
羅
』
で
あ
る
。
。



と
述
べ
、
本
尊
の
実
体
は
妙
法
蓮
華
経
の
名
で
顕
わ
さ
れ
た
久
遠
本
仏
で

あ
り
、

そ
の
尊
形
は
十
界
円
具
の
大
憂
茶
羅
と
し
て
図
顕
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
本
尊
の
形
態
に
関
し
て
は
、

田
中
智
学
氏
の
高
弟
で
あ
る
山

川
智
臆
氏
が
そ
の
著
『
本
門
本
尊
論
』
に
て
、

田
中
氏
の
説
を
ご
尊
四

士
は
、
教
理
的
に
本
門
の
釈
尊
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
二
尊
四
士
は
、

修
行
的
に
境
・
智
一
如
を
示
し
た
略
本
尊
で
あ
る
。

い
づ
れ
も
略
本
尊
で

あ
っ
て
、
本
宗
の
正
意
の
本
尊
で
は
な
い
、
本
宗
の
正
意
の
本
尊
は
、
ど

う
し
て
も
大
曇
茶
羅
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
♂
と
し
て
い
る
と
の
認
識

を
示
し
て
い
る
。

こ
の
本
尊
の
形
態
に
関
し
て
、

田
中
智
学
氏
は
「
本
尊
噴
談
」

で
、
大

憂
茶
羅
の
表
現
形
式
と
し
て
は
、

木
像
で
も
銅
像
で
も
絵
で
も
文
字
で
も
道
理
に
変
り
は
な
い
、
十
界

久
遠
輪
円
具
足
の
妙
相
が
発
揮
さ
れ
て
あ
ら
ば
可
い
の
で
あ
る
？

と
述
べ
、
木
像
の
本
尊
を
必
ず
し
も
否
定
は
し
て
い
な
い
が
、

つ
ま
る
と

こ
ろ
は
文
字
式
で
し
か
正
式
の
本
尊
は
顕
わ
す
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

本
尊
は
文
字
蔓
茶
羅
に
限
る
と
さ
れ
て
い
る
例
。

ま
た
、

日
蓮
聖
人
御
図
顕
の
大
曇
茶
羅
に
多
種
の
形
式
が
み
ら
れ
る
こ

と
に
関
し
て
は
、

一
々
に
所
対
に
接
し
て
授
法
せ
ら
る
〉
場
合
に
、

そ
の
臨
機
適
事
の

進
退
あ
り
て
、

四
悉
檀
の
化
導
意
匠
を
尽
さ
れ
た
徴
証
と
し
て
は
、

授
法
墨
茶
羅
の
形
式
に
種
々
の
例
を
胎
さ
れ
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、

そ
れ
は
一
体
の
妙
用
無
尽
な
る
を
意
味
し
た
も
の
で
、
決
し
て
一
定

の
本
式
が
な
い
と
い
ふ
こ
と
で
は
勿
論
な
い
、
変
化
い
よ
い
よ
多
く

し
て
本
体
い
よ
い
よ
正
明
で
あ
る
日

と
述
べ
て
い
る
。

田
中
氏
は
そ
の
多
種
あ
る
大
量
茶
羅
の
中
で
も
、
殊
に
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佐
渡
始
顕
の
大
憂
茶
羅
を
重
視
し
て
い
る
。
即
ち
、

『
文
永
十
年
七
月
八
日
、

日
蓮
始
め
て
之
を
図
す
』
と
名
乗
ら
れ
て
、

誰
れ
と
指
せ
る
個
人
の
相
手
な
く
顕
は
し
た
ま
ひ
た
る
は
、

総
で
あ
る
通
で
あ
る
正
で
あ
る
日

正
し
く

と
表
現
し
、
こ
の
佐
渡
始
顕
大
憂
茶
羅
を
も
っ
て
本
尊
を
統
一
す
べ
き
こ

と
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
日
ま
た
田
中
氏
は
、
次
の
よ
う
に
文
永

十
年
七
月
八
日
付
の
佐
渡
始
顕
の
大
量
茶
羅
に
は
総
帰
命
式
の
他
に
、

四

聖
帰
命
式
が
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

日
蓮
聖
人
の
本
尊
の
実
体
と
形
態
に
つ
い
て
｜
主
な
諸
先
師
の
解
釈
を
中
心
と
し
て
l



日
蓮
聖
人
の
本
尊
の
実
体
と
形
態
に
つ
い
て
｜
主
な
諸
先
師
の
解
釈
を
中
心
と
し
て

総
帰
命
は
専
ら
内
証
観
門
の
一
辺
を
顕
は
し
、
通
式
の
方
は
正
し
く

修
行
の
正
軌
に
順
応
し
て
、
因
果
の
定
規
を
正
し
、
教
観
二
門
の
相

成
一
致
を
図
示
し
て
宗
定
本
尊
の
公
式
と
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら

う
と
お
も
は
れ
る
、
今
は
修
行
門
の
正
軌
を
取
て
内
証
観
道
を
要
と

し
な
い
か
ら
、
総
帰
命
の
御
形
木
を
宗
定
本
尊
と
す
る
こ
と
を
不
可

と
す
る
日

こ
こ
で
い
う
通
式
と
は
四
聖
帰
命
式
の
蔓
茶
羅
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

四
聖
帰
命
式
の
佐
渡
始
顕
曇
茶
羅
は
田
中
智
学
氏
当
時
よ
り
、
真
筆
で
は

な
い
と
い
う
説
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
現
に
山
川
智
臆
氏
の
時
代
に
は

学
問
上
真
筆
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
山
川
氏

は
「
佐
渡
始
顕
教
門
の
本
尊
と
い
ふ
も
の
は
、
現
在
の
も
の
は
、
今
日
の

知
く
真
蹟
が
明
ら
か
に
な
っ
た
時
代
で
は
、
こ
れ
を
真
蹟
と
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
仰
」
と
い
い
な
が
ら
も
、
し
か
し
、

昔
し
多
く
真
蹟
が
拝
せ
ら
れ
な
か
っ
た
時
代
で
は
、
こ
れ
は
真
蹟
と

見
ら
れ
て
も
よ
い
く
ら
ゐ
立
派
な
筆
蹟
で
あ
る
。
記
録
は
な
い
と
い

ふ
こ
と
は
必
ず
し
も
最
後
の
証
拠
に
は
な
ら
な
い
。

（
中
略
）
あ
る

ベ
き
理
が
あ
っ
た
ら
ぱ
、
そ
れ
を
必
ず
し
も
否
定
す
る
こ
と
は
出
来

為民、。

J
J
E
首

ν

（
中
略
）
我
々
は
四
聖
帰
命
式
の
存
在
す
る
こ
と
を
信
じ
て

居
る
仰
。

と
述
べ
、
佐
渡
始
顕
憂
茶
羅
に
は
修
行
門
と
し
て
の
四
聖
帰
命
式
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
田
中
氏
の
説
を
肯
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（3
）
望
月
歓
厚
（
一
八
八
一

l
一
九
六
七
）

望
月
歓
厚
氏
は
『
日
蓮
教
学
の
研
究
』
に
て
、
本
尊
の
実
体
と
形
態
上

に
お
い
て
多
様
な
る
異
議
が
生
ず
る
問
題
に
は
、
そ
の
根
源
に
三
点
あ
り

と
し
、
そ
の
三
つ
を
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。
即
ち
、
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一
に
は
、
法
仏
の
先
後
・
勝
劣
と
い
ふ
教
学
上
、
思
想
上
の
根
本
的

対
立
。
二
に
は
、
本
尊
を
表
現
す
る
形
式
に
、
文
字
式
大
量
茶
羅
と

木
像
式
形
像
と
の
異
り
か
ら
生
ず
る
表
現
上
の
相
異
。
三
に
は
、
宗

祖
授
与
の
大
曇
茶
羅
と
親
拝
さ
れ
た
木
像
釈
迦
仏
と
の
自
他
の
場
合

か
ら
生
ず
る
実
際
上
の
矛
盾
位
。

で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
三
点
の
問
題
に
さ
ら
に
解
説
を
加
え
、
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

第
一
の
思
想
上
教
学
上
の
問
題
た
る
法
仏
の
関
係
は
、
古
来
の
先
哲



が
最
も
力
を
尽
し
て
検
討
さ
れ
て
、
夙
に
仏
教
に
於
け
る
法
華
経
の

独
自
的
立
場
、
法
華
経
本
遮
二
門
構
成
か
ら
生
ず
る
仏
本
的
立
脚
点

が
議
定
さ
れ
た
。
即
ち
仏
に
悟
ら
れ
た
法
、
仏
に
成
就
さ
れ
た
法
界
、

仏
の
説
か
れ
た
教
法
を
基
礎
と
す
る
こ
と
は
、
既
に
不
動
で
あ
る
。

従
っ
て
本
尊
の
法
仏
に
関
し
て
は
、
本
宗
教
学
上
、
仏
本
尊
た
る
に

異
論
が
な
い
で
あ
ら
う
。

第
二
の
表
現
形
式
の
問
題
は
、
こ
れ
を
文
字
、
画
像
、
木
像
を
同
体

の
表
現
異
と
す
る
真
宗
の
本
尊
の
単
一
さ
に
比
べ
て
、
本
宗
の
憂
茶

羅
中
尊
妙
法
の
五
字
七
字
と
木
像
の
釈
迦
仏
と
は
、
形
貌
に
法
仏
の

相
違
が
判
然
し
て
ゐ
て
、
こ
れ
を
中
尊
の
文
は
曇
茶
羅
の
本
仏
的
解

釈
を
待
っ
て
後
、
同
一
体
に
達
す
る
の
で
は
理
解
が
容
易
で
な
い
。

こ
こ
に
教
観
本
尊
の
論
を
生
じ
、
人
法
本
尊
の
異
議
を
再
発
せ
し
め

る
素
因
を
蔵
す
る
。
輝
師
が
こ
れ
を
「
眼
前
の
迷
惑
」
だ
と
し
た
こ

と
は
理
由
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

第
三
の
宗
祖
の
一
代
を
通
じ
て
随
身
親
拝
さ
れ
た
木
像
本
尊
と
、
広

く
門
徒
の
伝
持
し
た
宗
祖
真
筆
直
授
の
文
字
大
量
茶
羅
と
が
、
若
し

自
行
の
為
め
の
一
尊
と
化
他
の
為
め
の
大
量
茶
羅
な
ど
と
、
自
他
の

旨
趣
の
相
違
に
よ
っ
て
本
尊
が
そ
の
形
体
を
異
に
す
る
と
い
ふ
な
ら

ぱ
、
そ
の
聞
の
相
違
は
知
何
に
解
釈
す
べ
き
か
。
た
け
〉
形
式
形
貌
の

相
違
で
、
其
の
体
は
一
で
あ
る
と
の
み
で
は
、
形
式
の
相
違
に
障
へ

ら
れ
て
本
尊
の
安
定
感
が
得
ら
れ
な
い
。
第
三
の
点
に
つ
い
て
は
古

来
本
宗
の
本
尊
論
史
上
、
十
分
な
注
意
が
払
は
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。
宗
祖
の
信
仰
行
儀
は
、
宗
徒
の
そ
れ
を
規
定
す

る
最
高
の
規
範
で
あ
る
か
ら
、
最
大
の
留
意
が
必
要
で
あ
る
位
。

こ
の
よ
う
に
、
望
月
歓
厚
氏
は
第
一
の
人
法
論
に
つ
い
て
は
人
勝
法
劣

の
人
本
尊
を
と
り
、
第
二
の
本
尊
の
形
態
に
つ
い
て
は
、
大
量
茶
羅
中
尊
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と
木
像
の
釈
迦
仏
を
単
に
同
体
異
相
と
す
る
解
釈
に
は
無
理
が
あ
る
と
し

て
い
る
。
そ
こ
で
、
遺
文
上
に
あ
ら
わ
れ
た
日
蓮
聖
人
の
本
尊
に
つ
い
て
、

「
『
本
尊
抄
』
等
の
重
要
遺
文
に
立
脚
し
て
大
局
的
に
立
場
を
決
定
。
」

す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
遺
文
上
の
本
尊
に
つ
い
て
の
検
討
を
お
こ
な
い
、

『
開
目
抄
』
、

『
観
心
本
尊
抄
』
、

『
顕
仏
未
来
記
』
、

『
法
華
行
者
値

難
事
』
等
の
文
に
つ
い
て
立
論
す
れ
ば
、

「
釈
尊
本
尊
に
し
て
形
像
本
尊

に
落
着
す
る
。
而
し
て
ま
た
本
尊
抄
、
行
者
値
難
事
に
よ
っ
て
そ
の
相
貌

一
尊
四
士
草
形
を
取
る
べ
き
で
あ
る
J

と
し
、
ま
た

を
規
定
す
れ
ば
、

日
蓮
聖
人
の
本
第
の
実
体
と
形
態
に
つ
い
て

1
主
な
諸
先
師
の
解
釈
を
中
心
と
し
て
｜



日
蓮
聖
人
の
本
尊
の
実
体
と
形
態
に
つ
い
て

l
王
な
諸
先
師
の
解
釈
を
中
心
と
し
て
｜

『
報
恩
抄
』
に
よ
っ
て
「
本
抄
は
本
尊
の
実
体
を
「
釈
尊
」
と
魁
定
す
る

包
」
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
大
量
茶
羅
に
つ
い
て
は
、

「
大
憂
茶
羅
は
本
尊
で
は
あ
る
が
、

本
尊
は
必
ず
し
も
大
憂
茶
羅
で
あ
る
の
で
は
な
い
。
」
と
い
い
、
大
憂
茶

羅
と
本
尊
の
相
違
を
次
の
よ
う
に
六
点
に
分
け
て
挙
げ
て
い
る
。

一
に
大
量
茶
羅
は
諸
仏
集
会
の
壇
場
で
あ
り
、
本
門
本
尊
は
一
仏
絶

対
の
本
尊
相
で
あ
る
。
二
に
大
憂
茶
羅
は
三
秘
総
在
の
妙
境
、
本
尊

は
三
秘
開
出
の
本
等
、
三
に
大
憂
茶
羅
は
人
法
一
体
の
中
尊
、
本
尊

は
仏
体
主
尊
の
本
尊
、
四
に
大
量
茶
羅
は
三
宝
総
具
の
本
尊
、
本
尊

は
仏
宝
独
一
の
本
尊
、
五
に
大
量
茶
羅
は
霊
山
顕
現
の
理
想
境
、
本

尊
は
今
日
信
行
の
目
標
、
六
に
大
量
茶
羅
は
教
証
の
憂
茶
羅
、
本
尊

は
妙
行
の
本
尊
、
等
々
の
対
比
が
考
え
ら
れ
る
。
か
く
て
大
豊
茶
羅

は
、
意
趣
多
含
、
在
世
八
品
の
儀
相
を
籍
り
て
理
教
行
証
の
各
重
に

交
渉
す
る
基
本
的
概
念
を
具
象
的
に
図
顕
し
た
の
で
あ
る
。
若
し
夫

れ
修
行
対
象
の
本
尊
は
本
門
本
尊
た
る
べ
き
は
い
う
ま
で
も
な
い

(27) 
0 

そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
考
察
を
試
み
た
上
で
、
そ
の
結
論
と
し
て
は
、

「
聖
人
の
哲
学
一
念
三
千
の
図
表
、
理
想
実
現
の
世
界
の
構
図
を
も
寵
め

て
一
幅
の
曇
茶
羅
を
主
体
的
に
一
本
化
し
、
専
ら
信
行
所
対
の
本
尊
を
建

立
し
た
の
が
一
尊
四
士
で
あ
る
と
私
は
断
ず
る
も
の
で
あ
る
♂
と
、
本

門
の
本
尊
は
大
量
茶
羅
で
は
な
く
、

一
尊
四
士
で
あ
る
と
断
言
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

（
4
）
茂
岡
井
教
亨
（
一
九

O
四
｜
二

O
O
O）

茂
田
井
教
亨
氏
は
、

「
本
尊
の
原
理
と
形
態
」
に
お
い
て
、

信
仰
と
し
て
「
本
尊
な
る
も
の
」
が
要
請
さ
れ
る
基
底
に
あ
る
も
の
、
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ま
た
、
要
請
そ
の
も
の
の
本
質
、
そ
う
い
う
も
の
が
問
題
と
さ
れ
て

戸
L

問、位。

1
V
ふ
ん
h
L
V

と
述
べ
、
こ
れ
ま
で
の
本
尊
問
題
は
ほ
と
ん
ど
が
形
式
論
で
あ
り
、

体

ど
う
し
て
本
草
が
日
蓮
聖
人
に
よ
っ
て
箕
定
さ
れ
た
の
か
と
い
う
基
本
間

題
、
そ
れ
か
ら
本
尊
が
暗
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
本
質
的
な
問
題
、
そ
う

い
う
も
の
が
一
向
に
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
『
観
心
本
尊
抄
』
の
「
雄
レ
然
所
レ
詮
非
二
念
三
千
仏

往
一
者
有
情
成
仏
・
木
画
二
像
之
本
尊
有
名
無
実
也
仰
」
等
の
文
よ
り
、



「
「
一
念
三
千
」
が
本
尊
造
立
ま
た
は
設
定
の
原
理
と
な
り
、
本
質
と
な

る

と
を
規
定
し
て
し、

る

で
は
な
ぜ
一
念
三
千
が
本
尊
造
立
の
原

理
論
・
本
質
論
に
な
る
の
か
に
つ
い
て
は
、

「
一
つ
は
一
念
三
千
法
数
構

一
つ
は
ま
こ
と
の
一
念
三
千
成
就
の
決
定
的
瞬

間
の
有
つ
本
質
か
ら
で
あ
る
。
」
と
、
二
つ
の
原
理
を
挙
げ
て
い
る
。
そ

成
の
原
理
か
ら
で
あ
り
、

し
て
、
後
者
の

こ
の
第
二
の
原
理
こ
そ
聖
人
の
本
尊
観
に
お
け
る
本
質
的
な
問
題
で

あ
っ
て
、

そ
の
原
理
は
原
理
性
に
止
ま
る
こ
と
な
く
、
そ
の
も
の
そ

れ
自
体
が
客
観
的
に
は
本
尊
の
形
相
を
帯
び
る
に
至
る
経
路
を
有
つ

の
で
あ
る
。

（
中
略
）
そ
の
原
理
性
を
み
ず
か
ら
の
象
徴
的
世
界
に

能
摂
す
る
自
己
実
現
と
し
て
の
表
現
的
世
界
は
、
発
遮
顕
本
の
釈
尊

の
相
貌
以
外
の
何
物
で
も
な
い
の
で
あ
る
？

ル』
T
レ、

日
蓮
聖
人
自
身
の
本
尊
観
に
つ
い
て
は
、

「
九
界
も
無
始
の
仏
界
に
具
し
、
仏
界
も
無
始
の
九
界
に
備
て
、

真
十
界
互
具
百
界
千
如
一
念
三
千
」

（
五
五
二
）
が
成
就
さ
れ
た
瞬

聞
を
、

「
互
具
」
と
い
う
概
念
か
ら
「
種
」

の
理
念
に
導
入
し
、
そ

れ
が
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
七
宇
に
象
徴
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
そ
の
根
底

日
蓮
聖
人
の
本
尊
の
実
体
と
形
態
に
つ
い
て

1
王
な
諸
先
師
の
解
釈
を
中
心
と
し
て
｜

を
置
く
の
で
あ
る
。

（
中
略
）

「
種
」
と
い
う
人
格
的
抽
象
理
念
は

「
五
字
」
に
収
約
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
方
に
「
教
」

の
概
念

を
伴
う
。

「
教
」
概
念
は
い
う
ま
で
も
な
く
「
種
」

の
人
格
化
で
あ

る
か
ら
、

そ
の
教
の
能
動
的
純
粋
作
用
の
魁
体
は
、
と
り
も
直
さ
ず

「
本
尊
」
と
仰
が
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、

そ
の
魁

体
を
一
言
に
現
わ
し
て
は

「
寿
量
仏
」

（
七
一
三
）
と
な
り
、

本

門
寿
量
品
本
尊
」

（
向
上
）

と
な
る
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
本
尊
の
相

貌
を
象
徴
的
に
は
大
マ
ン
ダ
ラ
の
形
式
で
表
現
し
て
も
、

そ
の
本
尊

と
し
て
の
魁
体
は
飽
く
ま
で
も
「
五
字
七
字
」

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
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し、。

（
中
略
）
十
界
円
具
の
マ
ン
ダ
ラ
は

（
中
略
）
相
貌
そ
の
も
の

が
本
尊
で
は
な
く
、

そ
れ
を
そ
う
あ
ら
し
め
る
根
本
尊
崇
と
し
て
の

魁
体
は
、
何
処
ま
で
も
「
本
門
寿
量
品
本
尊
」

で
な
け
れ
ば
な
ら
な

し、。

「
五
字
七
字
」
に
象
徴
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

「
本
門
の
教
主

釈
尊
」
に
具
象
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
「
本
尊
」
と
呼
ぶ

の
で
あ
る
。
。

と
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
本
尊
の
形
態
に
つ
い
て
は

も
し
、
本
尊
を
相
・
性
・
体
と
い
う
古
典
的
な
概
念
で
一
往
の
区
別



日
蓮
聖
人
の
本
尊
の
実
体
と
形
態
に
つ
い
て
よ
エ
な
諸
先
師
の
解
釈
を
中
心
と
し
て
｜

を
試
み
る
な
ら
ば
、
相
は
ご
尊
四
士
」
の
形
相
と
な
り
、
性
は
大

マ
ン
ダ
ラ
の
象
徴
と
な
り
、
体
は
「
五
字
七
字
」

の
実
体
と
な
る
で

あ
ろ
う
。
。

と

一
尊
四
士
、
大
憂
茶
羅
、
妙
法
五
字
七
字
の
位
置
づ
け
を
示
し
て
い

る
ま
た
、
こ
の
本
尊
の
形
態
に
関
し
て
、

『
本
尊
抄
講
讃
』
に
お
い
て
は
、

「
一
尊
四
士
を
教
の
本
尊
」
、

「
大
憂
茶
羅
を
観
の
本
尊
」
と
し
、

般

に
は
仏
像
で
あ
る
一
尊
四
士
の
方
が
給
仕
・
礼
拝
の
対
象
と
し
て
分
か
り

や
す
い
。
大
量
茶
羅
は
信
仰
が
深
く
な
っ
て
か
ら
説
い
た
方
が
よ
い
か
ら
、

一
尊
四
士
を
本
尊
と
し
て
奉
安
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ

る。。さ
ら
に
、

『
報
恩
抄
講
讃
』
に
お
い
て
は
、
本
尊
の
本
質
と
形
態
に
つ

い
て
、

「
本
尊
み
ず
か
ら
が
示
す
本
質
論
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
（
中
略
）

因
果
即
ち
本
因
本
果
が
文
字
文
は
形
像
を
も
っ
て
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の

は
本
尊
と
は
な
り
得
な
い
、
と
い
う
原
則
を
は
っ
き
り
認
識
す
る
こ
と
で

明
リ

あ
る
。
こ
れ
が
本
質
で
あ
る
。
」
と
し
、

「
本
尊
は
、
そ
の
形
態
に
つ
ね

に
そ
の
本
質
を
示
し
、
そ
の
本
質
が
形
態
化
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
原
則
さ
え
踏
み
誤
ま
た
な
け
れ
ば
よ
い
問
」
と

述
べ
て
い
る
。

＝
一
、
本
尊
の
実
体
と
形
態
の
相
関
関
係

こ
こ
で
取
り
上
げ
た
四
人
の
先
師
の
解
釈
で
は
、
本
尊
の
実
体
た
る
人

法
論
に
お
い
て
は
、
望
月
歓
厚
氏
が
人
勝
法
劣
の
人
本
尊
を
と
る
他
は
、

み
な
人
法
一
体
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
。

今
は
そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
を
云
々
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
が
、
四
師

に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
本
尊
を
信
仰
の
対
象
と
し
て
み
る
場
合

に
は
、
我
々
修
行
者
の
視
点
に
立
っ
た
本
尊
の
形
態
が
規
定
さ
れ
て
い
る
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と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

優
陀
那
日
輝
の
場
合
に
は
、
観
門
の
大
憂
茶
羅
を
正
意
と
し
て
主
張
し

て
い
る
が
、
実
際
の
修
行
者
の
立
場
に
お
い
て
は
、
初
心
の
も
の
に
対
し

て
金
像
・
木
像
等
の
姿
形
の
良
い
仏
像
を
造
立
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

田
中
智
学
氏
は
、
佐
渡
始
顕
憂
茶
羅
に
二
種
（
総
帰
命
式
・
四
聖
帰
命

式
）
あ
る
と
す
る
点
に
は
問
題
が
あ
る
が
、
修
行
の
た
め
の
本
尊
と
し
て

は
内
証
観
門
の
本
尊
は
不
可
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
修
行
に
適
し
た

本
尊
を
求
め
、
四
聖
帰
命
式
の
大
量
茶
羅
を
正
意
の
本
尊
と
定
め
て
い
る
。

望
月
歓
厚
氏
は
、
人
法
二
種
の
本
質
論
の
時
点
か
ら
、
法
仏
異
な
っ
た



二
種
の
本
尊
を
同
一
と
見
る
こ
と
は
、
修
行
す
る
者
に
と
っ
て
理
解
が
容

易
で
は
な
く
、
混
乱
を
生
じ
る
と
し
、
人
法
本
尊
を
分
か
っ
た
う
え
で
、

信
行
所
対
の
本
尊
と
し
て
建
立
さ
れ
た
と
す
る
一
尊
四
士
を
主
張
し
て
い

る
茂
田
井
教
亨
氏
は
、
本
尊
の
実
体
は
人
法
一
体
で
あ
り
、
そ
の
魁
体
は

あ
く
ま
で
も
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
七
字
・
本
門
寿
量
品
本
尊
で
あ
る
と
し

て
い
る
。
本
尊
の
形
態
に
つ
い
て
も
傍
正
を
分
か
っ
て
い
な
い
が
、
修
行

す
る
者
の
立
場
か
ら
は
一
尊
四
士
の
仏
像
の
方
が
親
し
み
ゃ
す
く
、
給
仕

の
対
象
と
し
て
適
し
て
お
り
、
大
量
茶
羅
は
修
行
が
進
ん
で
い
っ
た
信
心

の
深
い
も
の
に
対
し
て
示
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
さ
ら
に
、

本
尊
の
形
態
は
本
質
を
離
れ
て
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
形
態
は

つ
ね
に
本
質
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
本
質
が
象
徴
化
さ
れ
た
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
原
則
か
ら
外
れ
な
け
れ
ば
い
か
な
る
形
態
も
許

さ
れ
る
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

四
人
の
先
師
の
主
張
は
必
ず
し
も
同
一
で
は
な
い
が
、

い
づ
れ
も
修
行

者
の
立
場
か
ら
本
草
の
形
態
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
特
に
日
輝
、
茂

田
井
両
師
に
つ
い
て
は
、
修
行
者
の
機
根
に
応
じ
た
、
信
心
の
浅
深
に
応

じ
た
本
尊
の
形
態
の
提
示
が
あ
る
べ
き
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
日
蓮
聖
人
の
本
尊
の
実
体
と
形
態
に
つ
い
て
考
え
る
に
、
上

求
菩
提
と
向
上
的
に
本
尊
の
実
体
を
求
め
た
場
合
、
そ
の
実
体
は
一
元
的

で
あ
る
。

一
方
、
下
化
衆
生
と
し
て
向
下
的
に
本
尊
の
実
体
よ
り
形
態
を

表
現
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
形
態
は
多
様
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
い
え

ょ
う
。
す
な
わ
ち
本
尊
の
実
体
体
得
者
た
る
日
蓮
聖
人
に
お
い
て
は
本
尊

の
実
体
は
一
つ
で
あ
る
。

一
つ
で
あ
る
が
、

そ
の
実
体
を
体
得
し
た
者
の

さ
ら
に
他
へ
の
教
化
の
手
段
、
実
体
体
得
の
方
法
と
し
て
、
未
信
あ
る
い

は
初
信
、
中
信
、
後
信
の
者
に
対
し
て
随
宜
応
用
的
に
開
示
さ
れ
る
本
尊
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の
形
態
は
当
然
種
々
に
あ
り
得
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、

日
蓮
聖
人
は
さ
ま
ざ
ま
な
本
尊
の
形
態
を
示
さ
れ
て
い
る
が
、

日
蓮
聖
人
に
お
い
て
は
、
そ
の
実
体
は
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
実
体
か
ら
あ

ら
わ
さ
れ
る
形
態
は
す
べ
て
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
茂
田
井
氏
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
本
尊
の
実
体
・
南

無
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
七
字
を
離
れ
て
は
、

い
か
な
る
形
態
も
本
尊
と
し

て
は
成
り
立
た
な
い
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
そ
の
本
質
把
握
の
上
に
は
、

し、

か
な
る
形
態
も
許
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
観
点
か
ら
い
え
る

日
蓮
聖
人
の
本
尊
の
実
体
と
形
態
に
つ
い
て
よ
主
な
諸
先
師
の
解
釈
を
中
心
と
し
て
！



日
蓮
聖
人
の
本
尊
の
実
体
と
形
態
に
つ
い
て

l
王
な
諸
先
師
の
解
釈
を
中
心
と
し
て
｜

こ
と
は
、
本
尊
の
形
態
は
み
な
そ
の
本
質
・
実
体
た
る
五
字
七
字
の
表
現

で
あ
り
、
象
徴
態
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

園
、
お
わ
り
に

以
上
の
先
師
の
解
釈
を
通
じ
、

日
蓮
聖
人
の
遺
文
上
に
あ
ら
わ
れ
た
本

尊
の
説
示
に
つ
い
て
、
本
尊
の
実
体
と
形
態
の
も
つ
相
関
関
係
を
大
局
的

に
つ
か
む
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
こ
と
に
、
本
尊
の
実
体

把
握
の
上
に
は
い
か
な
る
形
態
も
許
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
小
論

の
考
察
に
よ
り
、
本
尊
の
実
体
の
究
明
こ
そ
、
第
一
に
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ

こ
と
で
あ
る
と
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
ま
で
の
本
尊
に
関
す
る
論

議
は
、
形
式
の
面
ば
か
り
が
問
題
視
さ
れ
、
形
態
の
中
に
示
さ
れ
る
本
質

の
部
分
は
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
て
き
た
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
先

師
の
指
摘
の
通
り
で
あ
る
。
多
種
多
様
な
本
尊
の
形
態
の
表
現
の
あ
り
よ

う
は
、
実
体
・
本
質
を
踏
ま
え
た
上
に
お
い
て
は
全
く
矛
盾
の
な
い
こ
と

で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
種
々
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
本
尊
の
形
態
を
理
解

す
る
た
め
に
も
、

日
蓮
聖
人
の
み
ら
れ
た
本
草
の
実
体
・
本
質
に
つ
い
て

の
考
察
を
さ
ら
に
お
し
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
先
師
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

日
蓮
聖
人
に
お
い
て
示
さ

れ
た
種
々
の
本
尊
の
形
態
が
、
相
手
の
機
根
に
応
じ
て
教
示
さ
れ
て
い
る

と
し
た
ら
、

日
蓮
聖
人
は
ど
の
よ
う
な
意
図
の
も
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状

況
に
応
じ
て
、
そ
の
本
尊
を
お
示
し
に
な
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の

点
に
つ
い
て
も
今
後
の
研
究
の
課
題
と
し
て
、
さ
ら
に
深
く
考
察
し
て
い

き
た
い
。

註ω優
陀
那
日
輝
以
降
の
日
蓮
聖
人
の
本
尊
の
実
体
と
形
態
に
関
す
る
研
究
と
し
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て
、
管
見
に
ふ
れ
た
も
の
に
以
下
の
論
著
が
あ
る
。
優
陀
那
日
輝
撰
述
『
妙

宗
本
尊
弁
』

（
充
袷
圏
全
集
刊
行
会
『
充
袷
圏
全
集
』
第
三
編
、
大
東
出
版

キ土

一
九
七
五
年
）
、
同
撰
述
『
妙
宗
本
尊
略
弁
』

（
充
拾
圏
全
集
刊
行
会

『
充
治
圏
全
集
』
第
三
編
、
大
東
出
版
社
、

一
九
七
五
年
）
、
問
中
智
学
著

『
日
蓮
主
義
教
学
大
観
』
第
四
巻
（
天
業
民
報
社
、

一
九
二
七
年
）
、
同
稿

「
本
尊
噴
談
」

（
『
妙
宗
』
第
一

O
編
第
七
号
、
師
子
王
文
庫
、

一九
O
七

年
）
、
本
多
日
生
著
『
本
尊
論
』

（
立
正
結
社
、

一
九
二
五
年
）
、

田
辺

善
知
著
『
日
蓮
聖
人
の
本
噂
論
』

一
九
二
五
年
）
、
清
水

（
平
楽
寺
書
店
、

龍
山
著
『
本
門
本
尊
論
』

一
九
二
五
年
）
、
北
尾
日
大
著
『
日

（
隆
文
館
、

蓮
宗
本
尊
論
』

（
宗
政
社
、

一
九
二
七
年
）
、
清
水
梁
山
述
・
高
橋
善
中
編



『
日
蓮
聖
人
世
界
統
一
の
本
尊
』

（
慈
龍
閣
、

一
九
三

O
年
）
、
渋
谷
文
英

稿
「
宗
祖
所
立
の
本
尊
は
己
身
本
尊
也
」

（
『
棲
神
』
第
一
八
号
、

一
九
三

二
年
）
、
武
田
海
正
稿
「
開
目
抄
・
本
尊
抄
・
報
恩
抄
の
三
紗
に
顕
は
れ
た

る
本
尊
の
研
究
」

（
『
棲
神
』
第
二

O
号、

一
九
三
五
年
）
、
高
田
恵
忍
稿

「
本
尊
義
旨
帰
」

（
『
棲
神
』
第
二
一
号
、

一
九
三
六
年
）
、
山
川
智
麿
著

『
本
門
本
尊
論
』

（
竜
吟
社
、

一
九
三
七
年
）
、
武
田
海
正
稿
「
本
尊
の
本

体
に
つ
い
て
」

（
『
棲
神
』
第
二
六
号
、

一
九
四
一
年
）
、
浅
井
要
麟
稿

「
日
蓮
聖
人
の
本
尊
観
」

（
同
箸
『
日
蓮
聖
人
教
学
の
研
究
』
所
収
、
平
楽

寺
書
店
、

一
九
四
五
年
）
、
竹
田
日
澗
稿
「
本
門
本
尊
の
在
り
方
｜
一
尊

土
正
境
論
」

（
『
棲
神
』
第
二
九
号
、

一
九
五
三
年
）
、

田
村
芳
朗
稿

「
日
蓮
聖
人
に
於
け
る
仏
と
法
と
の
関
係

l
本
尊
の
問
題
｜
」

（
『
大
崎
学

報
』
第
一

O
一号、

一
九
五
四
年
）
、
望
月
歓
厚
稿
「
日
蓮
聖
人
の
本
尊
に

つ
い
て
」

（
『
大
崎
学
報
』
第
一

O
四
号
、

の
ち
に
同
著

一
九
五
五
年
、

『
日
蓮
教
学
の
研
究
』
、
平
楽
寺
書
店
、

一
九
五
八
年
に
収
録
）
、
鈴
木

成
稿
「
祖
書
に
示
さ
れ
た
る
本
尊
の
種
々
相
」

（
『
大
崎
学
報
』
第
一

O
四

号、

一
九
五
五
年
）
、
塩
田
義
遜
稿
「
日
蓮
聖
人
の
本
尊
（
前
篇
）
」

（
『
棲
神
』
第
三
一
号
、

一
九
五
六
年
）
、
執
行
海
秀
稿
「
日
蓮
聖
人
の
曇

茶
羅
に
つ
い
て
｜
特
に
本
尊
と
の
関
係
に
於
て
｜
」

（
『
大
崎
学
報
』
第
一

O
七
号
、

一
九
五
七
年
）
、
塩
田
義
遜
稿
「
日
蓮
聖
人
の
本
尊
（
後
篇
）
」

（
『
棲
神
』
第
三
二
号
、

一
九
五
八
年
）
、
竹
田
日
潤
稿
「
日
蓮
の
本
尊
と

曇
茶
羅
と
の
相
違
に
つ
い
て
」

（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
八
巻
第
二
号
、

一
九
六

O
年
）
、
茂
田
井
教
亨
稿
「
本
尊
の
原
理
と
形
態
」

（
『
大
崎
学

報
』
第
一
一
六
号
、

の
ち
に
同
著
『
観
心
本
尊
抄
研
究
序

一
九
六
三
年
、

説
』
、
山
喜
房
悌
書
林
、

一
九
六
四
年
に
収
録
）
、
同
稿
「
観
心
本
尊
抄
に

お
け
る
本
尊
義
に
つ
い
て
」

（
『
大
崎
学
報
』
第
一
一
九
号
、

一
九
六
五

年
）
、
戸
頃
重
基
稿
「
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
法
本
尊
論
の
正
統
性
」

（
『
法

華
』
第
五
四
巻
第
一
一
・
一
一
一
号
、

一
九
六
八
年
）
、
渡
辺
宝
陽
稿
「
「
釈

迦
仏
・
法
華
経
」
覚
え
書
き
」

（
『
現
代
宗
教
研
究
所
所
報
』
第
四
号
、

九
七

O
年
）
、
勝
呂
信
静
稿
「
本
尊
観
私
見
」

（
『
現
代
宗
教
研
究
所
所

報
』
第
四
号
、

（
『
大
崎
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一
九
七

O
年
）
、
同
稿
「
日
蓮
聖
人
の
本
尊
観
」

学
報
』
第
一
二
五
・
一
二
六
合
併
号
、

一
九
七
一
年
）
、
窪
田
哲
城
稿
「
日

蓮
聖
人
の
本
尊
」

（
師
子
王
文
庫
編
『
日
蓮
主
義
研
究
』
三
、
真
世
界
社
、

一
九
七
六
年
）
、

早
瀬
公
人
稿
「
一
尊
四
士
と
一
塔
二
尊
四
土
に
就
い
て
」

（
『
大
崎
学
報
』
第
一
二
九
号
、

一
九
七
六
年
）
、
同
稿
「
日
蓮
大
聖
人
の

本
尊
観
の
会
通
」

（
『
大
崎
学
報
』
第
一
三
一
号
、

一
九
七
八
年
）
、
小
野

兼
弘
稿
「
日
蓮
聖
人
の
本
尊
に
関
す
る
一
考
察
」

（
『
印
度
学
仏
教
学
研

究
』
第
二
八
巻
第
二
号
、

一
九
八

O
年
）
、
三
浦
和
浩
稿
「
本
尊
の
探
求
｜

日
蓮
聖
人
の
示
し
た
本
尊
｜
」

一
号
、
二

O
O

（
『
興
隆
学
林
紀
要
』
第
一

二
年
）
、
塩
入
幹
丈
稿
「
白
蓮
宗
の
本
尊
に
関
す
る
一
考
察
」

（
『
現
代
宗

教
研
究
』
第
四
三
号
、
二

O
O九
年
）
、

三
浦
和
治
稿
「
『
本
尊
問
答
紗
』

日
蓮
聖
人
の
本
尊
の
実
体
と
形
態
に
つ
い
て

1王
な
諸
先
師
の
解
釈
を
中
心
と
し
て
｜



日
蓮
聖
人
の
本
尊
の
実
体
と
形
態
に
つ
い
て
｜
主
な
諸
先
師
の
解
釈
を
中
心
と
し
て
｜

に
関
す
る
一
考
察
｜
日
蓮
遺
文
全
体
に
お
け
る
位
置
づ
け
と
そ
の
意
義
｜
」

（
『
法
華
仏
教
研
究
』
第
二
号
、
法
華
仏
教
研
究
会
、
二

O
一
O
年
）
ほ
か
。

ω
『
妙
宗
本
尊
略
弁
』

（
充
治
圏
全
集
刊
行
会
『
充
治
圏
全
集
』
第
三
編
、
大

東
出
版
社
、

一
九
七
五
年
）
三
八
九
頁
。

ω右
同
三
七
八
頁
。

ω右
同
三
七
八
｜
三
八
二
頁
。

ω
『
妙
宗
本
尊
弁
』

（
充
治
圏
全
集
刊
行
会
『
充
治
圏
全
集
』
第
三
編
、
大
東

出
版
社
、

一
九
七
五
年
）
三
二
八
頁
。

ω右
同
三
四
六
頁
。

ω
『
略
弁
』
四
二
六
頁
。

ω田
中
智
学
著
『
日
蓮
主
義
教
学
大
観
』
第
四
巻
（
天
業
民
報
社
、

一
九
二
七

年
）
二
四
八
九
｜
二
四
九

O
頁。

(12) (11) (10) (9) 
山右右右
川同同同
智二二二
麿四五四
箸八 O 九
『二一七
本頁｜｜
問。二二
本 五四
尊 O 九
論 二八
』 頁頁

（
浄
妙
全
集
刊
行
会
、

一
九
七
三
年
）
二

O

一
一
｜
二

O
三
頁
。

ω田
中
智
学
稿
「
本
尊
瑛
談
」

（
『
妙
宗
』
第
一

O
編
第
七
号
、
師
子
王
文
庫
、

一九

O
七
年
）

頁

山
川
田
中
氏
は
右
註
四
に
引
用
の
文
に
続
け
て
「
然
る
に
特
に
文
字
量
茶
羅
に
限

る
と
い
ふ
の
は
、
顕
は
す
式
の
上
と
、
勧
請
す
る
式
の
上
と
、
修
行
応
用
の

便
宜
の
上
か
ら
見
て
、
最
も
遺
憾
な
く
宗
意
を
表
現
し
て
、
勧
請
修
法
の
上

に
怪
我
の
な
い
、
最
良
最
善
最
正
最
便
の
式
は
、

ひ
と
り
文
字
曇
茶
羅
に
在

る
と
い
ふ
の
で
あ
る
、
絵
や
彫
刻
に
は
ひ
ど
く
巧
拙
の
崇
り
が
あ
る
が
、
文

字
に
は
そ
の
憂
い
が
少
い
、
同
じ
精
巧
の
度
合
と
し
て
も
、
彫
刻
絵
画
は
よ

ほ
ど
の
神
品
に
あ
ら
ざ
る
限
り
、
対
す
る
と
共
に
批
評
心
の
生
ず
る
も
の
で
、

却
て
雑
念
を
誘
起
す
る
基
ゐ
で
あ
る
が
、
文
字
は
形
式
が
既
に
超
絶
し
て
居

る
か
ら
此
難
が
少
い
、
況
し
て
曇
茶
羅
の
書
法
に
は
、

一
種
超
凡
の
筆
法
が

あ
ツ
て
、
優
に
神
韻
を
保
持
し
て
居
る
、
そ
れ
か
ら
絵
や
彫
刻
で
は
ト
テ
モ
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八
品
の
儀
相
（
本
化
の
観
た
る
）
を
顕
は
す
べ
き
趣
向
が
立
た
な
い
」

右

同
一
一
｜
一
二
頁
）
と
述
べ
、
絵
画
・
彫
刻
と
文
字
と
を
比
較
し
、

そ
の
優

劣
を
立
て
、
本
尊
は
た
だ
文
字
憂
茶
羅
に
限
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

ω右
同
二
ハ
｜
一
七
頁
。

山
川
右
同
一
八
頁
。

仰
右
同
二
六
｜
二
八
頁
参
照
。

川
右
同
二
六
頁
。

ω山
川
智
麿
著
『
本
円
本
尊
論
』
一
一
一
一
一
一
頁
。

ω右
同
三
七
三
｜
三
七
四
頁
。



ω望
月
歓
厚
著
『
日
蓮
教
学
の
研
究
』

（
平
楽
寺
書
店
、

一
九
五
八
年
）

四

mw茂
岡
井
教
亨
著
『
報
恩
抄
講
讃
』

（
佼
成
出
版
社
、

一
九
八
九
年
）
四
二
五

一頁。

頁

ω右
同
一
四
一
ー
ー
一
四
二
頁
。

ω右
同
一
四
二
頁
。

倒
右
同
一
四
九
頁
。

ω右
同
一
五
三
頁
。

伽
右
同
一
七
一
頁
。

ω右
同
一
七
一
｜
一
七
二
頁
。

ω右
同
一
七
二
頁
。

ω茂
問
弁
教
亨
稿
「
本
噂
の
原
理
と
形
態
」

mm右
岡
田
二
六
頁
。

日
蓮
聖
人
遺
文
は
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
身
延
久
遠
寺
発
行
に
よ
り
、

『
昭
定
』
と
略
し
た
。
数
字
は
同
書
の
も
の
で
あ
る
。

（
同
著
『
観
心
本
尊
抄
研
究
序
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説
』
、
山
喜
房
偽
書
林
、

一
九
六
四
年
）
四
七
頁
。

ω
『
昭
定
』
七
一
一
頁
。

飢
右
同
五
三
頁
。

ω右
同
五
三
｜
五
四
頁
。

ω右
同
五
六
頁
。

例
右
同
六
四
頁
。

ω右
同
六
五
貰
。

例
茂
問
弁
教
亨
著
『
観
心
本
尊
抄
講
讃
』
中
（
山
喜
房
偽
書
林
、

一
九
八
五

年
）
八
六
八
｜
八
七
三
頁
取
意
。

日
蓮
聖
人
の
本
尊
の
実
体
と
形
態
に
つ
い
て

l
主
な
諸
先
師
の
解
釈
を
中
心
と
し
て
｜


